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―しなやかな造形活動を求めて―
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5 ま げ ろ (曲げる)
針金などの棒状のものを曲げることに,その特長的な動作を見ることができる｡｢まげる｣










































































































































方が ｢ならべる｣ことになると言える｡遊んだ後の ｢お片付｣やお母さんの ｢お手伝い｣に
日常的に繰 り返される動作と言える｡
9 ぬ る (塗る)

































































ん量があれば可能であろうo新聞紙を丸めた り,破いた り,発泡スチロールを割った り,切








に置換してクレヨンで点をうった り,塗った り,線を引いた りの動作として取 り組むことも
考えられるであろう｡
68 研究紀要 (第2号)
























































あ と が き
考察 ｢絵画製作｣一乳幼児における造形活動分析- (清泉論集第13号)に於いて兄い出し
た問題点は造形活動に於ける一回性の是非についてであった｡つまり一回性という限られた
取 り組みに,幼児の内面を疎外する要因があり,作品を作るという造形活動の反省と新たな
視点の獲得とが考察されたわけである｡その後,そうした考察を足掛により具体的な造形活
動のあり方を検討する課題がそのまま残されていたわけで,本年はそうした課題を図 ･工講
義の授業内容に組み入れ,学生とともに幼児の動作内容の検討とその継続的な指導方法のあ
り方を探ってみた｡本稿で1-12にあげた動作についての考察はその一部であるが大雑把で
具体性に欠ける面が多い｡今後ほより具体的な指導例も兄い出しながら更にこうした考察の
幅を拡めたい｡
